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1.2 検討の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

印旛沼流域の水循環健全化 

資料整理と現況把握 

検討の流れ 

目標と達成方針の設定 
○目標の設定 
○目標達成方針の設定 

水循環上の課題の抽出 

第 1回全体会議（10/18） 流域の現況の把握

第 2回治水部会（12/26）
・ 流域の治水の現状 
・ 治水の課題と目標 
・ 施設整備と流域対策

第 2回水環境部会（1/28）
・ 水循環特性の把握 
・ 流域水環境の目標

委員会の開催 

水循環特性の検討 

第 4回 委員会（3/3） 
水循環調査報告 / 優先実施水循環健全化施策の抽出

水循環健全化計画策定 

現地観測 

第 2回 委員会(2/25) 水循環健全化の目標 

第 3回水環境部会（4/26）
・ 調査内容確認 
・ 施策例の紹介

第 4回水環境部会（10/16）
・ かんがい期調査報告 
・ かんがい期水循環状況 

第 5回水環境部会、第 3回治水部会（2/7） 
・ 調査報告と調査結果からわかる施策の抽出 
・ 施策実施状況整理 
・ 優先的・重点的に実施する施策の抽出

平成 13年度 

平成 14年度 
平成 15年度以降 

第 3回 委員会（10/25） 水循環調査中間報告 等

市町村アンケート 

施策メニューの整理 

優先実施施策の抽出 

観測結果とりまとめ 

 
施策の実行 モニタリング フォローアップ会議 計画の適宜見直し 

施策実行の枠組み 

優先施策の実施 現地観測継続 委員会の開催 施策役割分担決定 

現地観測の実施 
・ 流量調査（通年）

・ 降雨時水質調査
(7/16,10/1) 

・ 一斉流量水質・湧水

調査(7/23,9/4,12/4)
・ 谷津調査（通年）
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1.3 水循環健全化の目標 

1.3.1 水循環健全化目標 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出典：「健全な水循環系構築に

向けて」平成11年10月） 

(出典：平成2年版 印旛沼白書）

印旛沼流域水循環の課題の解決

・ 水質の悪化 
・ 生物多様性の低下 
・ 親水性の低下 
・ 洪水被害の増大 

○流域の健全な水循環系とは 
 
「流域を中心とした一連の水

の流れの過程において、人間

社会の営みと環境保全に果た

す水の機能が、適切なバラン

スの下に、ともに確保されて

いる状態」 

○住民の望む将来像 
 
「貴重な印旛沼を、 
子孫に引き継ぎ、 
他人に誇りを持って 
見せたい」 

 

─ 水循環の目標 ─ 
（平成 22年度を目処に） 

 
「泳げるような水質の確保」

(COD平均値 5～8mg/ｌ)
 
「生き物にやさしい 

印旛沼の回復」

「親しみのある 
水辺空間の創出」

 
「治水安全度の確保」  

(流入河川：1/10、印旛沼：1/30)

流流域域のの経経済済のの発発展展  印印旛旛沼沼のの水水環環境境  

自然と社会の調和ある印旛沼流域 
『～自然と調和した都市づくり～』

洪洪水水にに対対すするる安安全全  

 流域の水循環の課題を踏まえて、健全な水循環の理念と住民の望んでいる印旛沼の将

来像をもとにした流域水循環健全化の目標は、次の 4点とする。 
○ 「泳げるような水質の確保」 
○ 「生き物にやさしい印旛沼の回復」 
○ 「親しみのある水辺空間の創出」 
○ 「治水安全度の確保」 
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2.2 調査結果 

2.2.1 河川流量調査 

 

 

 

 

 

(1) 河川ごとの印旛沼への流入量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 流域の市街化率と洪水ピーク後減衰時間の関係（7/10降雨、10/1降雨） 

 

 

 

 

 

 

・市街化率の大きい流域：手繰川、神崎川、桑納川 

→鋭敏流出型 流出ピークが鋭敏で、ピーク後減衰時間が短い。 

・市街化率の小さい流域：鹿島川、高崎川、師戸川 

→緩慢流出型 流出ピークが緩慢で、ピーク後減衰時間が長い。 

・印旛沼に流入する河川流入量は、鹿島川・高崎川が半分を占める。 

※ 河川流入流量は、流量観測地点流量を観測地点での流域面積と河川全体の流域面積の比からその河川の

流入量に換算して算出している。 
※ 新川、西印旛、北印旛（直接流入域）の流入量は、測定データがないため、土地利用の類似した師戸川

のデータを流域面積比により推定している。 

参考：河川ごとの流域面積
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ピーク後減衰時間 
：流出ピークから洪水終了（平常時

程度の流量に減少）までの時間 

市街化率が大きい 
→ピーク後減衰時間が短い

緩慢流出型

※市街化率：土地利用のうち、市街地、宅地、道路

の流域全体に占める割合 

鋭敏流出型

流入量 
2.1億 m3 

（7/1～12/31） 
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2.2.2 降雨時河川水質調査 

 

 

 

 

 

 

 

【印旛沼に流入する負荷量】 

 

 

 

○ 高崎川・桑納川の負荷流出形態の比較 
高崎川（郊外型河川）：非ファーストフラッシュ型流出 
桑納川（市街地型河川）：ファーストフラッシュ型流出 

○ 印旛沼に流入する負荷量 
・ 降雨時に印旛沼に流入する負荷量の、全流入負荷量に対する割合は、COD・T-Pで約 6
割、T-Nで約 4割を占める。 

・ 印旛沼の水質改善のためには、平常時の負荷削減とともに、降雨時負荷流出の抑制が

重要である。 

沼へ流入する負荷量の計算方法： 
・ 桑納川、高崎川の降雨時調査結果から、それぞれ

の河川で LQ 式（流量から負荷量を換算する式）
を作成。 

・ 流域の土地利用をもとに各河川を以下のように分

類した。 
市街地型河川（神崎川、桑納川、手繰川、新川）

⇒ 桑納川の LQ式を適用 
郊外型河川（鹿島川、高崎川、師戸川、北印旛

沼、西印旛沼） 
⇒ 高崎川の LQ式を適用 

・ 各河川の流量と LQ式から、負荷量を算出した。
・ 各河川で基底負荷量を定め、これ基底負荷量以上

は降雨時負荷として降雨時と平常時を分離した。

※2002年 7月 1日～12月 31日のデータから算出 
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2.2.4 谷津調査 

(1) 降雨量・流出流量・地下水位観測 
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無降雨期間：約 3週間

地下水位
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地下水位(2)：下手側 

地下水位(1)：上手側 

欠測 

欠測 
欠測 

増加傾向 緩やかな低下傾向

・ 谷津流出流量、米戸沢水位は、降雨に対して良好に応答し、降雨後 2 日程度で平常
時の状態に戻る。 

・ 9 月以降、断続的な降雨により台地に雨水が涵養されたことにより、地下水位（上
手側）が徐々に上昇する。地下水位（下手側）は遅れて上昇している。 

・ 地下水位の上昇に合わせて、谷津流出流量も徐々に増加する。 

・ 無降雨（10月 10日～10月 26日の約 3週間）が続くと、地下水位（上手側）は徐々
に低下し、併せて谷津流出流量も緩やかに減少が見られる。 

2-11

谷津流出流量・米戸沢水位
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3. 印旛沼流域の現状と課題および施策への展開                   

3.1 現地調査のまとめと施策への展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川流量調査 （2-3ページ 2.2.1参照） 

 

 

 

 

 

調査からわかったこと 
・市街化率の大きい流域 
→ 鋭敏流出型 ： 流出ピークが鋭敏、ピーク後減衰時間が短い 

・市街化率の小さい流域 
→ 緩慢流出型 ： 流出ピークが緩慢、ピーク後減衰時間が長い 

施策への展開 
○ 市街地における浸透可能域の拡大 
［施策例］ 
・ 各戸貯留・浸透施設の整備 
・ 透水性舗装の整備 
・ 公共グラウンド等への貯留・浸透施設の設置 

○ 緑地・自然地の保全 
［施策例］ 
・ 市街地・住宅地の緑化 
・ 森林・斜面林の保全 
・ 谷津の保全 

施策により期待される効果 
・ 洪水の抑制 
・ 地下水涵養、湧水増加、

平常時流量増加 
・ 市街地の降雨時流出負

荷の抑制 

降雨時河川水質流量調査 （2-5ページ 2.2.2参照） 

 

 

 

 

 

調査からわかったこと 
・ 降雨時負荷流出は、市街地から発生するファーストフラッシュによるものが多い。

・ 印旛沼に流入する降雨時負荷量割合は、COD・全リンで約 6割、全窒素で 4割弱。

・ 降雨時負荷流出の抑制（特に COD、全リン）が重要である。 

施策への展開 
○ 市街地降雨流出負荷の削減 
［施策例］ 
・ 調整地の清掃 
・ 路面・側溝等の清掃 

○ 市街地における浸透可能域の拡大 
○ 緑地・自然地の保全 
※施策例は「河川流量調査」と同様 

施策により期待される効果 
・ 市街地からの降雨時流

出負荷削減 
・ 印旛沼や河川の水質改

善 
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一斉流量水質・湧水調査結果 （2-7ページ 2.2.3参照） 

 

 

 

 

 

調査からわかったこと 
流域全体において 
・ 単独処理浄化槽、し尿処理等の家庭からの生活雑排水未処理放流の影響が大きい。 

市街化の進んだ地域では 
・ 下水道整備域において、下水道未接続の家庭からの生活雑排水負荷がある。 

・ 一部の事業所で、窒素・リン負荷が高い排水が排出されている。 

農地域では 
・ 台地上の畑の窒素肥料が、地下浸透し湧水として湧出している。 

河川では 
・ 河川の自然浄化機能が損なわれている。 

施策への展開 
○ 点源負荷（生活系・産業系）発生量の削減 
［施策例］ 
・ 下水道の整備、下水道への接続 
・ 合併浄化槽への転換、浄化槽の適正管理 
・ 高度処理型合併浄化槽の整備 
・ 廃棄物処分場の適正管理 
・ 事業所排水等の規制指導強化 

○ 面源負荷（農業系）発生量の削減 
［施策例］ 
・ 施肥量削減、施肥方法改善 
・ 畜産堆肥野積みの禁止 

○ 河川等における浄化 
［施策例］ 
・ 河川・調整池における植生浄化施設設置 
・ 多自然型川づくり、河道内植生の保全・創出 
・ 河道内植生の草刈り 

施策により期待される効果 
・ 湧水の水質改善 
・ 平常時の河川水質改善 
・ 印旛沼の水質改善 

谷津調査 （2-11ページ 2.2.4参照） 

 

 

 

 

 

調査からわかったこと 
・ 谷津など自然地は、降雨を地下涵養し、平常時に徐々に流出させる機能を発揮している。

・ 谷津など自然地から降雨時に流出する負荷量は小さい。 

施策への展開 
○ 緑地・自然地の保全 
［施策例］ 
・ 市街地・住宅地の緑化 
・ 森林・斜面林の保全 
・ 谷津の保全 

施策により期待される効果 
・ 洪水の抑制 
・ 地下水涵養、湧水増加、

平常時流量増加 
・ 降雨時流出負荷の抑制 
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3.2 生態系・親水性の現状と課題 

3.2.1 印旛沼の生物相の変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・ 印旛沼開発事業をはさんで、昭和 39年から現在までに植生と魚類の確認種が減少し
た。 

 
 植生： 沈水性植物（20種→ 2種） 

浮葉性植物（10種→ 5種） 
抽水性植物（ 4種→ 4種） 
湿地性植物（16種→ 1種） 

 魚類： タ ナ ゴ 類（ 6種→ 0種） 
コイ・フナ類（18種→ 8種） 
エ ビ 類（ 2種→ 0種） 

 

・ 沈水性植物、湿地性植物の減少が顕著に見られることから、水深の増加や水位変動

の減少による影響が考えられる。 

・ 沈水植物や湿地植物を再生するために、水辺における浅瀬や湿地帯などの創出が必

要である。 

○印旛沼と水際植生の変化（昭和 39年と平成 13年の調査の比較）
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○ 魚類確認種の変化（過去と現在の魚類相の比較） 
ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ類 ｻｹ類 ｺｲ・ﾌﾅ類 ﾀﾅｺﾞ類 ﾄﾞｼﾞｮｳ類 ﾅﾏｽﾞ類 ｳﾅｷﾞ類 ﾒﾀﾞｶ類 ﾀﾞﾂ類 ﾄｹﾞｳｵ類 ｽｽﾞｷ類 ﾊｾﾞ類 ｴﾋﾞ類

ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ類 ｼﾗｳｵ ﾀﾓﾛｺ ﾔﾘﾀﾅｺﾞ ﾄﾞｼﾞｮｳ ﾅﾏｽﾞ ｳﾅｷﾞ ﾒﾀﾞｶ ｸﾙﾒｻﾖﾘ ｲﾊﾞﾗﾄﾐﾖ ﾎﾞﾗ ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ

 ﾜｶｻｷﾞ ﾆｺﾞｲ ﾀﾅｺﾞ ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ ｷﾞﾊﾞﾁ   ｻﾖﾘ  ｶﾑﾙﾁｰ ﾖｼﾉﾎﾞﾘ ﾇｶｴﾋﾞ 

 ｻｹ ﾓﾂｺﾞ ﾀﾋﾞﾗ ｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ      ｽｽﾞｷ ｳｷｺﾞﾘ  

 ｻｸﾗﾏｽ ｳｸﾞｲ ﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ       ﾁｮｳｾﾝﾌﾞﾅ ﾋﾞﾘﾝｺﾞ  

 ｱﾕ ｷﾝﾌﾞﾅ ﾐﾔｺﾀﾅｺﾞ        ﾏﾊｾﾞ  

  ｷﾞﾝﾌﾞﾅ ｾﾞﾆﾀﾅｺﾞ          

  ｹﾞﾝｺﾞﾛｳﾌﾞﾅ           

  ｺｲ           

  ﾋｶﾞｲ           

  ｶﾏﾂｶ           

  ｿｳｷﾞｮ           

  ｵｲｶﾜ           

  ﾊｸﾚﾝ           

※ 黒字 過去(昭和3年,33年)に確認され、現在(平成11年度)も確認されている種 

※ 赤字 過去に確認されたが、現在は確認されていない種 

 

出典： 

現在の確認種：平成11年度内水面水産試験場事業報告 平成13年3月 千葉県内水面水産試験場 

過去の確認種：第4回自然環境保全基礎調査 環境庁に記載の文献調査｢魚類相に関する記録｣より 

○水際植生分布の変化 



  

3.2.2 環境区分と生物の変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陸域 遷移帯 環境区分 

斜面林 水田 草地 抽水植物群落

植物 主な生育種 ｴﾉｷ､ｸﾇｷﾞ､ｺﾅﾗ － ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ､ｵｷﾞ､ﾁｶﾞﾔ ﾖｼ､ﾏｺﾓ､ﾋﾒｶﾞﾏ 

上位性 ｵｵﾀｶ､ﾁｭｳﾋ 

典型性 ｺｹﾞﾗ､ｴﾅｶﾞ､ﾋﾖﾄﾞ

ﾘ､ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ 

ﾓｸﾞﾗ､ﾂｸﾞﾐ､ｽｽﾞ

ﾒ､ｶｴﾙ類､ﾊﾞｯﾀ

類､ﾓﾝｼﾛﾁｮｳ 

ﾓｸﾞﾗ､ﾋﾊﾞﾘ､ﾎｵｼﾞﾛ､ｶﾅﾍ

ﾋﾞ､ﾊﾞｯﾀ類 

ﾖｼｷﾘ類､ｺｼﾞｭﾘﾝ､

ﾄﾝﾎﾞ類､ｶﾞﾑｼ類､

ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ類 

特殊性 
－ － － 

 ﾍﾞｯｺｳﾄﾝﾎﾞ､ｵｵ

ｾｯｶ  

動
物 

移動性 ﾀﾇｷ  

 

 
○ 昭和 30年代 

○ 現 在 

水田排水路を生息場とする 
生物の増加 

築堤 

外来種の増加 
在来種の減少 

・40 年間の変化を見ると、環境区分では遷移帯が減少した。その結果、植生と魚類では次
の傾向が見られる 

植生：抽水植物群落が減少し、セイタカアワダチソウ、オギ、チガヤなどの草地が

拡大（乾燥化の傾向）、外来種の増加 
魚類：在来種（ウグイ、タナゴ、メダカ等）が減少し、外来種（オオクチバス、ブ

ルーギル等）が増加 
・水辺地の遷移帯を保全・創出し、生態系を保全していく必要がある。 

外来種の増加 
在来種の減少 

水田排水路を生息場とする生物

の増加 
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水域 

水中 水面 
印旛沼の特徴 

ｺｳｶﾞｲﾓ､ﾄﾘｹﾞﾓ､ﾏﾂﾓ､ﾀﾇｷﾓ

（沈水植物） 

ｵﾆﾋﾞｼ､ｶﾞｶﾞﾌﾞﾀ､ｱｻｻﾞ､ｳｷｸ

ｻ（浮葉植物） 

ｻｷﾞ類､ｶﾜｾﾐ 

ｳﾅｷﾞ､ﾓﾂｺﾞ､ｷﾞﾝﾌﾞﾅ､ｵｵｸﾁﾊﾞ

ｽ､ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ､ﾏﾙﾀﾆｼ 

ｶｲﾂﾌﾞﾘ､ﾊﾞﾝ､ｶﾓ類､ｶﾓﾒ類､

ｺｱｼﾞｻｼ 

－ 
－ 

－ － 

・ 鳥類の繁殖や越冬のための重要な場所を提供。

・ 多くの生物（オオセッカやベッコウトンボ等）が水

際の抽水植物群落を生息域として利用する水域

と陸域の遷移帯を形成。 

・ 多くのトンボ類が生息する水辺環境。 

・ 豊かなヨシ、マコモ、ヒメガマ群落と水域～水際～

水路～水田農地～斜面林の連続した環境、多様

な生物群により構成された生態系。 

 

タナゴ  

在来種   

外来種の増加   
在来種の減少   

エコト ンの減少   
エコトーン 
の減少 

タナゴ 

出典：利根川下流工事事務所 資料 

在来種
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3.3.3 印旛沼流域における水循環健全化施策実施状況の整理 

 

 

 

 

印旛沼流域における施策実施状況 

出典：流域自治体アンケート（2002年千葉県実施）結果、および千葉県等資料 

・ 下水道整備をはじめとする生活系負荷対策は、全ての自治体で実施されている。 
・ 平常時水量回復のための雨水浸透施設整備、緑地・自然地の保全、水質改善のため

の面源対策（市街地系、農業系など）の取り組み状況は、自治体によりまちまちで

ある。 
・ 水循環健全化に向けて、流域自治体で一体となった取り組みが必要である。 

※流域自治体アンケートについて 
・水循環健全化施策を抽出するにあたり、現在あるいは将来において、流域自治体が実施する施策を把握

するため、アンケート調査を行った。 
・ アンケート内容 (1)実施された水循環に係わる施策、(2)施策実施による水循環健全化効果、(3)市町村

の水質改善取り組み方、(4)実施予定の水循環に係わる施策、(5)市町村の環境保全計画における印旛沼
の位置づけ、(6)印旛沼水質循環健全化会議への要望 

流域市町村

千
葉
市

船
橋
市

成
田
市

佐
倉
市

八
千
代
市

鎌

ヶ
谷
市

四
街
道
市

八
街
市

印
西
市

白
井
市

富
里
市

酒
々
井
町

印
旛
村

本
埜
村

栄
町

雨水浸透施設の整備 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ●

緑地・自然地の保全 ● ● ● ● ○

地下水の適正利用 ● ●

下水道整備 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

下水道未接続家庭の接続促進 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ●

単独から合併処理浄化槽への転換 ● ● ○ ● ○ ※1 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ● ●

高度処理型合併浄化槽導入 ● ● ※1 ※2 ※3 ※3 ※3 ※2 ※2 ●

産業系負荷対策全般 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

処分場の適正管理・指導等 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ※4 ※4 ●

植生浄化 ● ●

多自然型川づくり ● ●

河川等の直接浄化 ● ● ● ● ●

河川内堆積負荷の削減 ●

河川清掃等 ● ● ●

市街地降雨流出負荷の削減 ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ●

農業系負荷の削減 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

森林系負荷の削減 ●

沼の流動化 ●

底泥浚渫

沼からの負荷削減

植生浄化

沼清掃等 ● ●

水生植物の保全・創出

生物調査 ● ○ ● ● ● ●

親水性
向上

自然水辺の創出 ○

意識啓発 啓発・環境学習等 ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ●

●：これまでに実施された施策 ※1：印旛沼流域内の行政区域は、全域で下水道整備区域である。
○：今後、新規に実施する予定の施策 ※2：現時点では、合併処理浄化槽転換の促進を優先している。

※3：具体的な予定はないが、状況を見ながら、今後検討していく。
※4：行政区域内に対象となる処分場がない。

千
葉
県

水量回復

生態系
保全・創出

水質改善

湖沼浄化

施策メニュー

産
業
系

負
荷
対
策

下
水
道

対
策

下
水
道
以
外
の
生
活

系
負
荷
対
策
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4. 水循環健全化に向けた施策の展開                          

4.1 施策メニューの抽出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 水循環健全化に向けた施策抽出の流れ 

 

施策実施状況の把握 
（3章） 

 
施策への展 

現地調査結果（2章）、施策実施状況（3章）等を踏まえて、水循環健全化に向けた施

策メニューを抽出する。 

水循環健全化目標の設定 
（第 2回委員会（1章に再掲）） 

・目標の設定 
・目標達成のための基本方針 

水循環健全化に向けた施策の展開 
（本章） 

 
 
 

4.1 施策メニューの抽出（次ページ）

4.4 優先実施施策の抽出 

4.3 治水安全度
向上に向けた施策

4.2 水環境改善に
向けた施策

現状把握のための現地調査 
（2章） 

 
 
 

現地調査の実施 

現地調査結果の整理

施策への展開 

流域情報の収集整理 
（第 1回、第 2回委員会および 3章）
 
 

施策への展開 

施策実施状況の整理

市町村アンケート

流域情報の整理 

施策への展開 
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1,140m3/s
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印
旛
沼
水
循
環
健
全
化
　
施
策
メ
ニ
ュ
ー

優 先 実 施

実 施

今 後 検 討

住 宅 地

農 地 ・ 自 然 地

流 入 河 川

印 旛 沼

流 域 全 体

国 ・ 県

水 公 団

市 町 村

N P O 等

流 域 住 民

民 間 企 業

河 川
環 境
農 林

下 水 道

上 水
道 路
都 市
水 量
水 質

生 態 系

親 水
治 水

湖 沼 計 画

整 備 計 画

独 自 施 策

1
新
規
開
発
宅
地
の
浸
透
化

○
○

○
◎

◎
◎

○
○
○

○
△
○
法
令
等
に
よ
る
規
制
も
含
む

2
各
戸
貯
留
・
浸
透
施
設
の
整
備

○
○

○
○

○
○
◎

○
○
○

○
△
△
○
雨
水
浸
透
マ
ス
・
ト
レ
ン
チ
の
整
備
等

3
透
水
性
舗
装
の
整
備

○
○

○
◎

◎
◎

○
○
○

○
△
△
○
重
金
属
等
に
よ
る
地
下
水
汚
染
を
防
ぐ
た
め
、
歩
道
・
駐
車
場
を
中
心
に
実
施

4
調
整
池
へ
の
浸
透
機
能
等
追
加
改
修

○
○

◎
◎

◎
○

○
○
○

○
○

5
公
共
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
貯
留
・
浸
透
施
設
の
設
置
○
○

○
◎

◎
○

○
○
○

○
△
○

6
市
街
地
・
住
宅
地
の
緑
化

○
○

○
○
◎

◎
○
◎
◎

○
○
○
○

○
△

○
住
宅
地
・
市
街
地
に
お
け
る
街
路
樹
・
公
園
の
拡
充
な
ど

7
森
林
・
斜
面
林
の
保
全

○
○

○
◎

◎
◎
◎

○
○

○
○
○
○

○
△

○

8
農
地
・
生
産
緑
地
の
保
全

○
○

○
○

◎
◎

◎
○

○
○

○
○
△

○
生
産
緑
地
：
市
街
化
区
域
内
の
法
律
で
規
定
さ
れ
た
農
地
（
50

0m
2以
上
）

9
家
庭
・
事
業
所
の
敷
地
内
緑
化

○
○

○
○
○
◎
◎
○
○

○
○
○
○

○
△

○
各
家
庭
や
事
業
所
の
敷
地
内
で
緑
化
を
進
め
る

10
谷
津
の
保
全

○
○

○
◎

◎
◎
◎

○
○

○
○
○
○
○
○
△

○

11
湧
水
の
保
全
・
利
用

○
○

○
◎
◎
◎

○
○
○
○
○
○
○
△

○

12
上
水
用
揚
水
量
の
削
減

○
○

○
◎

◎
◎

○
○

○

13
農
業
用
揚
水
量
の
削
減

○
○

○
◎

◎
◎
◎

○
○

○

14
下
水
道
の
整
備

○
○

○
◎

◎
○

○
○

15
下
水
道
へ
の
接
続

○
○

○
○
○
◎

○
○

△
○

16
農
業
集
落
排
水
施
設
の
整
備

○
○

○
◎

○
○

○

17
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換

○
○

○
○

○
○
◎

○
○

○
単
独
浄
化
槽
、
し
尿
処
理
、
自
家
処
理
等
の
家
庭
が
対
象

18
高
度
処
理
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
導
入

○
○

○
○

○
○
◎

○
○

△
○
窒
素
・
リ
ン
の
除
去
が
可
能
な
浄
化
槽
の
導
入

19
浄
化
槽
の
適
正
管
理

○
○

○
○
○
◎

○
○

○
浄
化
槽
の
機
能
維
持

20
家
庭
に
お
け
る
生
活
雑
排
水
負
荷
の
削
減
○
○

○
○

○
○
◎

○
○

○

21
家
畜
排
せ
つ
物
処
理
施
設
の
設
置

○
○

○
◎

◎
◎

○
○

○

22
廃
棄
物
・
残
土
処
分
場
の
適
正
管
理

○
○

○
○

◎
○
○

○
○

23
事
業
所
排
水
等
の
規
制
指
導
強
化

○
○

○
◎

◎
○

○
△

○

24
河
川
・
水
路
を
利
用
し
た
植
生
浄
化

○
○

○
◎

◎
◎

○
○

○
○

○

25
調
整
池
に
お
け
る
植
生
浄
化

○
○

○
◎

◎
○
○

○
○

○

26
休
耕
田
を
利
用
し
た
植
生
浄
化

○
○

◎
◎
◎
◎

○
○

○
○

○

27
多
自
然
型
川
づ
く
り

○
○

○
◎

◎
○

○
○
○

△
○

28
河
道
植
生
の
保
全
・
創
出

○
○

○
◎

◎
○
○

○
○

○

29
河
川
浄
化
施
設
の
設
置

○
○

○
◎

○
○

○

30
排
水
路
浄
化
施
設
の
設
置

○
○

○
◎

◎
○

○
○

○

ヌ
）
河
川
内
堆
積
負
荷
の
削
減

31
河
川
内
汚
泥
の
浚
渫

○
○

○
◎

◎
○

○
○
○
○

○

32
ゴ
ミ
清
掃

○
○

○
◎

◎
◎
◎

○
○

○
○
○

△
○

33
植
生
の
草
刈
り

○
○

○
◎

◎
◎
◎

○
○
○
○

△
○

34
不
法
投
棄
の
監
視
強
化

○
○

◎
◎
◎

○
○

○
○
○

△
○

35
水
質
事
故
の
監
視
体
制
強
化

○
○

◎
◎

○
○

○
○

○

36
排
水
路
へ
の
流
入
点
付
近
に
沈
殿
槽
設
置

○
○

○
◎

○
○

△
○
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
沼
へ
の
流
入
抑
制

37
調
整
池
の
清
掃

○
○

○
◎

◎
◎
○

○
△

○
調
節
地
に
貯
ま
っ
た
汚
濁
負
荷
の
流
出
対
策

38
路
面
・
側
溝
等
の
清
掃

○
○

○
○
◎

◎
◎
◎
◎

○
○

○
△

○

各
戸
貯
留
・
浸
透
施
設
の
設
置

○
○

○
○

○
○
◎

○
○
○

○
△

○
流
出
抑
制
が
負
荷
量
削
減
に
つ
な
が
る

透
水
性
舗
装
の
整
備

○
○

○
◎

◎
◎

○
○
○

○
△

○
重
金
属
等
に
よ
る
地
下
水
汚
染
を
防
ぐ
た
め
、
歩
道
・
駐
車
場
を
中
心
に
実
施

39
雨
水
排
水
課
税

○
○

◎
◎

○
○
○

○
△

○
家
庭
か
ら
の
雨
水
排
水
量
に
応
じ
て
課
税
、
ド
イ
ツ
な
ど
で
事
例

40
施
肥
量
・
農
薬
削
減
、
施
肥
法
改
善
等

○
○

○
○

○
◎

○
○

△
○
千
葉
県
で
は
「
環
境
に
優
し
い
農
業
推
進
対
策
」
を
実
施

41
畜
産
堆
肥
野
積
み
の
禁
止

○
○

○
◎

○
○

○
堆
肥
か
ら
の
降
雨
時
汚
濁
負
荷
流
出
抑
制

42
湧
水
の
稲
作
用
水
へ
の
利
用
の
促
進

○
○

○
○

◎
○

○
△

○
窒
素
分
の
多
い
湧
水
を
水
田
に
取
り
込
み
浄
化
す
る

43
水
田
用
水
の
田
越
し
利
用
の
促
進

○
○

○
○

◎
○

○
○

△
○
谷
津
田
で
の
掛
け
流
し
に
よ
る
農
水
使
用
量
お
よ
び
排
出
負
荷
量
の
削
減

44
循
環
か
ん
が
い
施
設
の
整
備

○
○

○
◎

◎
○

○
○

△
○
機
場
に
揚
水
機
能
を
持
た
せ
、
用
水
反
復
利
用
に
よ
り
水
田
群
の
浄
化
機
能
を
増
進
す
る

45
農
業
排
水
路
の
管
理
・
整
備

○
○

◎
◎
○
○

○
○
○
○

△
○
植
生
帯
整
備
、
浚
渫
等
管
理
に
よ
り
農
業
排
水
路
の
水
質
浄
化
機
能
を
増
進
す
る

46
ち
ば
エ
コ
農
業
の
推
進

○
○

○
○

○
◎

○
○
○

△
○
負
荷
削
減
寄
与
農
産
物
の
認
証
制
度

カ
）
 森
林
系
負
荷
の
･削
減

47
間
伐
・
枝
打
ち
・
下
草
刈
り
の
推
進

○
○

○
○

◎
○

○
○
○

○
△

○
森
林
を
適
正
に
管
理
し
、
森
林
の
保
水
・
浄
化
機
能
を
維
持
す
る

48
浄
化
用
水
の
導
入

○
○

◎
○

○
○

49
大
和
田
機
場
運
転
に
よ
る
流
動
化

○
○

○
○
◎

○
○

○

50
底
泥
浚
渫

○
○

◎
○

○
○

○

51
ア
オ
コ
回
収

○
○

◎
◎

○
○
○
○

○

52
水
生
植
物
冬
季
刈
り
取
り

○
○

◎
◎

◎
○

○
○

○
枯
死
し
た
水
生
植
物
か
ら
の
再
溶
出
を
防
ぐ

53
モ
ク
取
り
の
復
活

○
○

○
○

◎
○

○
○
○

○
モ
ク
と
は
水
藻
の
こ
と
で
、
か
つ
て
肥
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た

54
植
生
帯
・
浮
島
の
設
置

○
○

◎
○
◎

○
○

○
○
○

○

55
水
生
植
物
の
保
全
・
創
出

○
○

◎
○
◎
◎
◎

○
○

○
○
○

○

ゴ
ミ
清
掃

○
○

○
◎
◎
◎
◎
◎

○
○

○
○
○
○

△
○

不
法
投
棄
の
監
視
強
化

○
○

◎
◎
◎
◎

○
○

○
○
○

△
○

水
質
事
故
の
監
視
体
制
強
化

○
○

◎
◎

○
○

○
○
○

○

56
バ
イ
オ
マ
ニ
ュ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

○
○

◎
○
○

○
○
人
為
的
な
生
態
系
操
作
に
よ
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
削
減

57
河
口
域
に
お
け
る
汚
濁
拡
散
防
止
施
設
の
設
置

○
○

◎
○

○
○

○
河
口
域
を
堀
込
ん
で
湿
地
を
造
成
し
、
降
雨
時
の
濁
質
を
沈
降
除
去
す
る

58
沼
水
深
の
操
作
に
よ
る
植
生
の
創
出

○
○

◎
○

○
○
○

○
○
水
深
減
に
よ
る
沼
底
湧
水
増
加
、
水
質
改
善
も
期
待
で
き
る

森
林
・
斜
面
林
の
保
全

○
○

○
◎

◎
◎
◎

○
○

○
○
○
○

○
△

○

谷
津
の
保
全

○
○

○
◎

◎
◎
◎

○
○

○
○
○
○
○
○
△

○
谷
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
等

59
崖
線
回
廊
の
保
全

○
○

◎
◎
◎
◎

○
○
○
○
○

△
○
湧
水
箇
所
で
あ
る
崖
線
を
回
廊
状
に
保
全
し
、
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
創
出
す
る

湧
水
の
保
全
・
利
用

○
○

○
◎
◎
◎

○
○
○
○
○

△
○

植
生
帯
・
浮
島
の
設
置

○
○

◎
○
◎

○
○

○
○
○

○

水
生
植
物
の
保
全
・
創
出

○
○

◎
◎
◎
◎

○
○

○
○
○

○

沼
水
深
の
操
作
に
よ
る
植
生
の
創
出

○
○

◎
○

○
○
○

○

60
ビ
オ
ト
ー
プ
・
湿
地
帯
の
整
備

○
○
○

◎
○
◎
◎
◎

○
○

○
○
○

○

ラ
）
 沼
固
有
植
生
種
子
の
保
存

61
印
旛
沼
植
生
種
子
の
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
等
で
の
保
存

○
○
○

○
◎
◎

○
○
○
○

○
印
旛
沼
の
水
質
改
善
後
、
水
生
植
物
復
活
に
用
い
る

K
 生
態
系
の
現
状
把
握

ム
）
 生
物
調
査

62
生
物
調
査
の
継
続
的
な
実
施

○
○

○
◎

○
○

○
○

水
生
植
物
の
保
全
・
創
出

○
○
○

◎
◎
◎
◎

○
○

○
○
○

○

63
湖
岸
堤
の
緩
傾
斜
化

○
○

◎
○

○
○

64
親
水
拠
点
の
整
備

○
○
○

◎
◎

○
○

○

65
小
学
生
副
読
本
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
○

○
○
◎

◎
◎
◎

○
○

○
△

○

66
印
旛
沼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

○
○
◎

○
○

○
△

○

67
環
境
家
計
簿
の
普
及

○
○
○

○
○
◎
◎

○
○

△
○
市
民
の
環
境
意
識
の
向
上
を
図
る

68
N

PO
の
支
援

○
○
◎

◎
○
○

○
△

○
資
金
面
お
よ
び
制
度
面
で
の
支
援

69
学
習
会
、
講
演
会
等
の
開
催

○
○

○
◎

○
◎
◎

○
○

○
△

○

70
船
上
見
学
会
の
実
施

○
○

○
◎

○
◎
◎

○
○

△
○

ク
）
 河
川
愛
護
意
識
の
醸
成

河
川
・
沼
の
ゴ
ミ
清
掃

○
○

○
○

◎
◎
◎
◎
◎

○
○

○
○
○
○

△
○

71
沼
の
堤
防
嵩
上
げ

○
○

○
◎
○

○
○

○

72
管
理
水
位
の
低
下

○
○

◎
◎

○
○

○
○

利
水
者
と
の
協
議
・
調
整
が
必
要
（

N
o.

58
、

73
と
も
）

73
長
門
川
の
堤
防
嵩
上
げ

○
○

◎
○

○
○

○

74
印
旛
捷
水
路
の
掘
削

○
○

◎
○

○
○

○

75
印
旛
排
水
機
場
の
増
設

○
○

◎
○

○
○

ケ
）
 放
流
先
河
川
河
道
整
備

76
花
見
川
の
河
道
改
修

○
○

○
◎
○

○
○

○

O
 流
入
河
川
の
治
水
安
全
度
の
向
上

フ
）
 河
道
整
備

77
鹿
島
川
・
高
崎
川
等
の
河
道
整
備

○
○

○
○
◎

○
○
○

○

各
戸
貯
留
・
浸
透
施
設
の
整
備

○
○

○
○

○
○
◎

○
○
○
○

○
△
○

家
庭
に
お
け
る
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
、
浸
透
マ
ス
・
ト
レ
ン
チ
等
の
設
置

公
共
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
○
○

○
◎

◎
○

○
○
○

○
○

透
水
性
舗
装
の
整
備

○
○

○
◎

◎
◎
○

○
○
○
○

○
△
○

重
金
属
等
に
よ
る
地
下
水
汚
染
を
防
ぐ
た
め
、
歩
道
・
駐
車
場
を
中
心
に
実
施

78
調
整
池
の
設
置

○
○

○
◎

◎
◎

○
○

○
○

79
畦
畔
高
確
保
に
よ
る
貯
留

○
○

○
◎

○
○

○
○
水
田
の
貯
水
機
能
を
最
大
限
に
活
用
す
る

注
）
優
先
度
　
　
優
先
実
施
：
早
期
に
実
施
す
る
、
実
施
：
今
後
数
年
内
で
の
実
施
を
目
指
す
、
今
後
検
討
：
H
2
2
年
目
途
の
実
施
を
検
討
す
る

※
既
に
実
施
済
の
施
策
（
実
施
状
況
に
○
）
で
あ
っ
て
も
、
施
策
量
や
対
象
地
域
の
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
こ
と
か
ら
、
優
先
実
施
～
今
後
検
討
の
印
を
付
け
て
い
る
。

実
施
主
体
　
◎
：
施
策
の
実
施
主
体
（
行
政
の
場
合
、
実
施
を
促
進
す
る
立
場
も
兼
ね
る
場
合
が
あ
る
）
、
○
：
実
施
主
体
で
は
な
い
が
、
実
施
を
促
進
す
る
ま
た
は
実
施
に
関
わ
る

関
連
計
画
　
湖
沼
計
画
：
湖
沼
水
質
保
全
計
画
,
 
整
備
計
画
：
印
旛
沼
整
備
計
画
,
 
独
自
施
策
：
本
計
画
独
自
の
施
策
,
　
な
お
△
は
計
画
で
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
中
心
施
策
と
は
な
っ
て
い
な
い
、
ま
た
は
施
策
の
観
点
が
本
計
画
と
は
異
な
る
施
策

コ
）
 流
域
対
策
の
推
進

ワ
）
 農
業
系
負
荷
の

削
減

ヤ
）
 印
旛
沼
の
治
水
容

量
の
確
保

マ
）
 利
根
川
へ
の
放
流

量
の
増
加

ノ
）
 市
民
活
動
の
支
援

オ
）
 環
境
学
習

ウ
）
 自
然
水
辺
の
創
出

ヰ
）
 情
報
提
供

ツ
）
 そ
の
他
施
策

Ⅵ
治
水

安
全
度

の
向
上

N
　
印
旛
沼
の

治
水
安
全
度
の
向
上

L　
親
水
性
の
向
上

M
　
人
と
水
の

関
わ
り
の
強
化

Ⅳ
親
水
性

向
上

P　
流
域
の
流
出
抑
制

Ⅴ
意
識
啓
発Ⅱ
水
質
改
善

H
　
印
旛
沼
の
浄
化

タ
）
 沼
か
ら
の
負
荷
削
減

ヘ
）
 産
業
系
負
荷

対
策

F　
面
源
負
荷

発
生
量
の
削
減

E　
河
川
等
に

お
け
る
浄
化

G
　
印
旛
沼
の
流
動
化

ト
）
 植
生
浄
化

チ
）
 多
自
然
型

川
づ
く
り

リ
）
 河
川
等
に
お
け
る

直
接
浄
化

J　
印
旛
沼
に
お
け
る

生
態
系
の
保
全
・
創
出

ナ
）
 水
生
植
物
の

保
全
・
創
出

Ⅲ
生
態
系

保
全
・

創
出

I　
流
域
に
お
け
る

生
態
系
の
保
全
・
創
出

ネ
）
 緑
地
・
自
然
地

の
保
全

施
策
例

備
考

主
た
る
実
施
地
域

実
施
主
体

行
政
部
局

施
策
の
効
果

関
連
計
画

優
先
度

実 施 状 況

施
策
の

主
要
な

観
点

施
策
の
ね
ら
い

施
策
メ
ニ
ュ
ー

イ
）
 雨
水
浸
透
施
設

の
整
備

Ⅰ
平
常
時

水
量
回
復

C
　
地
下
水
の
保
全

A
　
地
下
水
涵
養
量

の
確
保

B
　
自
然
地
の
保
全

土
地
利
用
の
適
正
化

ロ
）
 緑
地
・
自
然
地

の
保
全

ハ
）
 地
下
水
の

適
正
利
用

ソ
）
 沼
清
掃
等

D
　
点
源
負
荷

発
生
量
の
削
減

ニ
）
 下
水
道
整
備

ホ
）
 下
水
道
以
外
の

生
活
系
負
荷
対
策

ル
）
河
川
清
掃
等

ヲ
）
 市
街
地
降
雨

流
出
負
荷
の
削
減

ヨ
）
 沼
の
流
動
化

レ
）
 植
生
浄
化

4.4　優先実施施策の抽出 ・p4-2、4-3であげた施策について、具体的な施策例をあげるとともに、次年度以降優先的に実施する施策を抽出した。
・本表で整理した施策例および役割分担は現時点での案であり、次年度以降の検討の中で確定する。
・優先実施施策は、（a）既往実施施策の継続性、（b）経済性、（c）効果の即効性、（d）実現可能性などの観点から選定した。
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